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　「認知症の方にやさしい地域づくり」をテーマに、６月２５日（水）、東郷
公民館にて東郷圏域認知症フォーラムを開催しました。　
　今回のフォーラムでは、認知症初期集中支援チームの桜川淳也氏を講師に招いて『認知症
になっても安心して暮らせる共生社会』と題して、認知症の人やその家族への支援の取組みや
認知症の理解を深める内容を話していただきました。後半のグループワークでは、事例を基に
『認知症の人の運転免許証返納後の生活』について、他人ごとではなく自分ごととして考える
時間を設けたところ、どのグループも深い関心を示し活発に意見が挙がっていました。

「認知症を他人ごとではなく、自分ごととして・・・」

令和７年度 東郷圏域認知症フォーラムを実施！        
「認知症を他人ごとではなく、自分ごととして・・・」

令和７年度 東郷圏域認知症フォーラムを実施！        

認知症初期集中支援チームで活躍する
　　　　　講師の桜川氏
認知症初期集中支援チームで活躍する
　　　　　講師の桜川氏 参加者３４名、７グループでワークを行いました参加者３４名、７グループでワークを行いました
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　令和7年6月の任期満了に伴い役員の変更がありましたのでご報告いたします。黒木正一会長が退任され、
新たに瀧井修氏が会長に選任されました。また、理事の総数を13名から10名に、監事を2名から3名に変更
いたしました。評議員会についても18名から13名に変更しております。退任された理事・評議員の皆様に
は、社会福祉協議会の運営に長年ご尽力いただきましたこと、心より感謝申し上げます。　　

　今回の改選で日向市社会福祉協議会の会長に就任いたしました瀧井修でございます。微力では
ございますが、地域の皆様と力を合わせ、福祉のまちづくりに尽力してまいりたいと存じます。
現在、日向市を取り巻く環境は少子高齢化や人口減少などの影響により大きく変化しております。
そのような状況下においても、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる「ともに生き
る豊かな地域社会」の実現を目指し、共助の精神を礎に、支え合いの輪を広げていくことが求め
られています。
　本会は、地域福祉の推進役として、これまで多様な活動に取り組んでまいりました。これまで
の実績を大切にしつつ、さらに地域に開かれた、誰もが関わることのできる協議会への深化を図

ってまいります。そして、皆様の声に真摯に向きあい、共に歩み地域に根差した福祉の実現を目指してまいります。
　また、全国社会福祉協議会が昨年度末に策定した「社会福祉協議会 基本要項2025」に社会福祉協議会の役割が掲げ
られています。（１）その人らしい暮らしを地域で支える（２）住民主体の地域づくり（３）協議体としての機能を地
域福祉に活かす（４）地域福祉を推進する団体としての責任と行政とのパートナーシップの４項目です。これらの役割
を具体化するために、より実践的な取り組みを今まで以上に進めてまいります。
　今後とも、皆様の温かいご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

任期満了に伴い役員の変更がありました。

就任挨拶

　瀧井　修

　このたび、令和２年６月に就任して以来、５年間務めてまいりました日向市社会福祉協議会会
長を退任いたしました。在任中は、市民の皆様はもとより、行政、県社協、区長公民館長連合会、
民生委員児童委員協議会、福祉施設、企業の皆様をはじめ、多くの方々に公私にわたり温かいご
指導と格別のご厚情を賜り心から厚くお礼申し上げます。在任期間を振り返りますと、就任初期
は、コロナ禍の時期と重なり感染症の流行による市民生活の影響もありましたが、複雑多様化し
た福祉支援事業の課題解決に向けて、個人から諸団体、各地域に対して様々な事業活動の推進に
努めてきたところです。また、人口減少・超高齢化社会に加速していく社会情勢のなか、本社協
の事業の柱となる『包括的な相談支援体制の構築』についても、現在と将来像を描きつつ、本市

の実情に照らした『自助』・『互助』・『共助』・『公助』のバランスの取れた地域福祉社会を目指して取り組んでき
たところであります。それぞれの組織のご理解とご支援に感謝申し上げます。
　後任会長には、福祉分野経験が豊富で識見の高い瀧井修氏が就任されますが、今後とも、瀧井会長のもと、オール市
民で地域生活課題の解決に取り組んでいただき、「誰もが支え合いながら安心して暮すことのできる地域共生社会づく
り」に向けて、皆様方の一層のご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。7月からは新たに監事として就任します
が、特に安定的な経営基盤づくり及び人材育成に取り組んでまいりたいと考えております。この５年間苦楽を共にしま
した、職員の皆さんに心からの感謝とお礼を申し上げつつ、日向市社会福祉協議会の発展と皆様方のご健勝とご健康を
祈念申し上げ、退任にあたってのご挨拶といたします。
　
　新理事・監事の皆様です。任期は令和9年6月の定時評議員会終結の時までになります。理事は、民生委
員児童委員協議会代表、区長公民館長連合会代表、女性団体代表、ボランティア団体代表、学識経験者2名、
社会福祉行政機関の代表、社会福祉施設の役職員、一般協力者、社会福祉協議会事務局の職員、監事は民生
委員児童委員協議会代表、学識経験者2名で構成されています。

退任挨拶

　黒木　正一
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　令和６年度は「ともに生きる豊かな地域
社会」実現のため、地域の皆さんを主体と
した地域づくりに努め、複雑多様化した地
域課題や生活課題に真摯に向き合い課題解
決に取り組みました。
　また、コロナ禍以降も生活困窮から抜け
出せていない世帯や認知症等の要因により、
家計の管理ができない世帯等に継続的に支
援を実施し、自立の手助けを行いました。
　介護保険等の制度事業については、人手
不足のなか、利用者の安心安全な生活を維
持することに心掛けました。

　日向市社会福祉大会を下記のとおり開催します。本大会は、多年にわたり社会福祉の発展に功績のあ
った方々を顕彰し、感謝の意を表するとともに、「地域共生社会」の実現に向けて、本市の社会福祉の
一層の充実を目指すことを目的としています。
　講演会からの参加も可能です。申し込みは不要ですので、ぜひご参加ください。

収入総額418,464,635円
支出総額418,959,934円
　令和６年度は介護保険などの収益事業等に
損金が生じたことより495,299円の差額
が生じました。そのため当期末支払残高が
26,802,643円となりました。

講師プロフィール
　佐伯市役所に在職中、「食
育」の重要性に触れ、食育につ
いて学び続け、全国的にも珍し
い「食のまちづくり条例」や
「食育推進会議条例」の制定を
行う。その傍ら、防災と被災地
支援活動も実施。能登半島地震
など全国各地の被災地で救援作
業に取り組んでいる。
　令和２年３月末をもって佐伯
市役所を早期退職し、食育や被
災地支援事業を手掛けるボラン
ティアグループ「暮らしつなぎ
隊」や復興サポート食堂「志縁
や」の代表として活動している。

【お問合せ】総務課

令和6年度事業報告・決算報告

第１９回日向市社会福祉大会第１９回日向市社会福祉大会第１９回日向市社会福祉大会 開催!!開催!!開催!!

【収入の部】 【支出の部】

事業報告

決算報告
補助・助成金
59,165,108円

　

東郷支所
35,797,567円

在宅支援
30,388,693円

自立支援
44,718,314円

地域支援
56,743,073円

法人運営
136,965,970円

施設管理
114,346,317円

委託金
196,363,232円

その他
92,865,560円

介護保険・
障がい給付金
32,894,406円

会費・寄付金
10,364,017円

繰入金
26,912,312円

科　目

補助・助成金

委 託 金

介護保険・障がい給付費

会費・寄付金

その他 

繰入金

合　計

59,165,108

196,363,232

32,894,406

10,364,017

92,865,560

26,912,312

418,464,635

14.1% 

46.9% 

7.9%

2.5%

22.2% 

6.4%

100.0%

金額（円） 構成比 科　目

法人運営

施設管理

地域支援

自立支援

在宅支援

東郷支所

合　計

136,965,970

114,346,317

56,743,073

44,718,314

30,388,693

35,797,567

418,959,934

32.7% 

27.3%

13.5% 

10.7%

7.3%

8.5%

100.0%

金額（円） 構成比

【日　時】　令和７年１０月１６日（木）

　　　　　　　　 ９：３０～１２：００

【会　場】　日向市中央公民館

【内　容】　第１部　大会式典

　　　　　　　社会福祉事業功労者表彰　等

　
第２部　記念講演

テーマ　『防災と食育はつながっている』

　　　　　～備えと習慣が いのちを守る～

講　師　ボランティアグループ暮らしつなぎ隊

　　　　　代表　柴田 真佑(しばた しんすけ)氏



　赤い羽根共同募金運動は、戦後間もない昭和22（1947）年に、市民が主体の民間運動として始まりました（今年
で79年目を迎えます）。戦後復興の一助として始まったこの運動は、社会情勢が変化する中、誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する「じぶんの町を
良くするしくみ」として取り組んでいます。
　日向市共同募金委員会では、宮崎県共同募金会の事業計画を基本にしながら、区長公民館長連合会をはじめ、民生
委員児童委員協議会、ボランティア団体等や関係機関と連携をして、広報・啓発活動に努めています。
　今年も厚生労働大臣の告示を受け、全国一斉に10月から活動が始まります。みなさまの募金をよろしくお願いいた
します。

　共同募金運動期間中は、市内のイベントや
 スーパーなどの店頭にて街頭募金活動を実施します！
　 地域の民生委員児童委員さんやボランティアの
 方々が募金の呼びかけを行いますので、ご協力
 よろしくお願いいたします。

・区長公民館長連合会のご協力による戸別募金　　 ３，２００，０００円

・市内のイベントや店舗前での街頭募金          　　　  ６００，０００円

・民生委員児童委員のご協力のもと市内の企業や

   商店からいただく法人募金　　 　             　　１，６００，０００円

・小中学校の児童・生徒のご協力による学校募金   　 １５０，０００円

・社会福祉施設職員のご協力による職域募金       　　５００，０００円

・その他の募金　　　                                          　５９，０００円

　市民の皆様から集められた募
金は、高齢者や障がいのある方、
子ども達を支援する活動等、
来年度の地域福祉推進の　
ために使われます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・募金期間　令和７年１０月１日(水) ～ 令和８年３月３１日(火)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和７年度の募金目標額
６，１０９，０００円

今年も活動します！街頭募金活動！！

ボランティ
ア募集!!

（日向市社会福祉協議会事務局内） TEL：0982-52-2572　 FAX：0982-52-9562
 　【問合せ先】　 宮崎県共同募金会日向市共同募金委員会

44

日向のまちを良くするしくみ
赤い羽根共同募金がはじまります！

街頭募金に参加したり、着ぐるみを

 着て活動してみませんか？

【 募金用QRコード 】
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　日向市社会福祉協議会では、認知症の人やその家族・支援者が安心して暮らせる地域づくりを推進することを
目的に、認知症を正しく理解していただくための啓発活動や、認知症の人やその家族を支える人材の育成及び支
援体制の整備、早期発見・対応の仕組みづくり等に取り組んでいます。

　日向市内全域のサロンボランティアが一堂に会することで、各地区で取り組まれているサロン活動について
参加者同士で情報を共有し、サロンボランティアの意欲向上と新たな活動展開のきっかけとなることを目的と
し、サロンボランティア研修会を開催しました。

　令和６年１月１日に施行された「共生社会の実現を推進するための
認知症基本法」において、国民の間に広く認知症についての関心と理解
を深めるため、９月２１日は「認知症の日」、９月は「認知症月間」と定め
られています。
　日向市社会福祉協議会では、「認知症月間」に合わせ、日向市庁舎、日
向市総合福祉センター等で、日向市の認知症に関する取り組みについ
ての展示を行います。
　認知症について知っていただき、認知症になっても住み慣れた地域
で安心して過ごすことができるまちを創っていきましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問合せ】地域福祉課

■日向市認知症地域支援体制推進会議（ＦＩＴ会議）の開催
■認知症サポーター養成講座の実施
■コミュニティカフェ（認知症カフェ）の開催
■認知症の人にやさしい図書館プロジェクト
■本の処方箋プロジェクト
■傾聴ボランティアによる傾聴活動
■認知症の人に優しいお店♡事業所プロジェクト
■地域啓発、地域活動への支援・協力

認知症カフェ認知症カフェ 認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

昨年度の展示の様子昨年度の展示の様子

９月２１日は「認知症の日」　９月は「認知症月間」です！

令和７年度ふれあいいきいきサロンボランティア研修会を開催しました

～ あなたの地域で　認知症とともに　いきいきと暮らす ～

内容１．ふれあいいきいきサロン『基調説明』と『これから』について
　生活支援コーディネーターより、サロンの目的、内容、マイクロバスの利用、出前
講座、傷害保険等についての説明を行いました。また、これからはボランティアが
「支える」という意識ではなく、サロンの参加者全員がサロンの運営に関わることも
大切であるとお伝えし、そのような活動の好事例として２つのサロンからの活動報告
へと繋ぎました。
内容２．活動報告
　『ゆうわ・あすなろ会』…「油味噌作りの回」では、得意な参加者がリーダーと
なり、皆で取り組みました。年間計画の中に「魚寿司作り」「たくあん作り」等、
参加者が中心となる企画を取り入れています。『いっちぇみろ会』…高齢者の特技
や知恵は地域の宝と考え、次の世代へ伝えるために「里芋の芋餅」を調理する様子
を撮影し、DVDを作成しました。今後も、サロンの参加者の中から「名人」に着目
し、その活動を記録する予定です。
内容３．グループワーク
・自分の地区のサロンの「自慢」や「工夫しているところ」
・自分の地区のサロンで取り組んでみたいことについて、グループごとに話し合いま
　した。

　
アンケートより
・参加者が主役のサロンの運営のためのヒントを得ることができました。
・サロン活動にて、すべての人が主役になりイキイキされる様子、元気でいられるこ
　と、嬉しく思います。
・年長者の知恵を活かせる場をもっと増やさなくては、と思います。

本会では、これからも地域住民の皆様と連携・協働しながら、
「誰もが主役」となり「ともに生きる」豊かな地域社会づくりを推進していきます。
　

『ゆうわ・あすなろ会』
発表者：直野智子　氏
『ゆうわ・あすなろ会』
発表者：直野智子　氏

『いっちぇみろ会』
発表者：富山陽人　氏
『いっちぇみろ会』
発表者：富山陽人　氏

レクリエーション機材体験レクリエーション機材体験

【お問合せ】（担当：赤木）
      　　　ＴＥＬ ５２－２５７２
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令和７年度社会福祉教育推進校会議を開催しました。
　日向市では、地域の福祉や生活の課題が複雑多様化してきている状況があり、地域のつながりが希薄化している
現状があります。このような状況の中、「住み慣れた地域で他者（立場の異なる人）と共に暮らす」ためには、いのち
を大切にし、違いを認め、共に生きるための“ふくしの学び”が必要になっています。
　今回の会議を通して、地域に根ざした豊かな福祉教育を実践し、児童生徒が主体的に活動できるよう、それぞれの
地域・学校の特性に合わせた福祉教育プログラムの実践に向け、学校教員と共に福祉教育について考えました。

令和７年度社会福祉教育推進校会議を開催しました。
　日向市では、地域の福祉や生活の課題が複雑多様化してきている状況があり、地域のつながりが希薄化している
現状があります。このような状況の中、「住み慣れた地域で他者（立場の異なる人）と共に暮らす」ためには、いのち
を大切にし、違いを認め、共に生きるための“ふくしの学び”が必要になっています。
　今回の会議を通して、地域に根ざした豊かな福祉教育を実践し、児童生徒が主体的に活動できるよう、それぞれの
地域・学校の特性に合わせた福祉教育プログラムの実践に向け、学校教員と共に福祉教育について考えました。

地域を基盤とした福祉教育地域を基盤とした福祉教育

日向市内の福祉教育の現状

昨年度実践報告

グループワーク

　本会では、“ふくし”の学びの先に「地域との関
わりの中で、児童・生徒が主体的に考え、行動す
る」ことを目的とした福祉教育（地域を基盤とした
福祉教育）の推進を行っています。
　昨年度は、日向市内の小中学校・高等学校で延べ
１８８時間の福祉教育を実施しました。
　福祉について学ぶところまでで終わるのではなく、
福祉について学んだ上で「自分たちにできること」
を見つけて、実践できるような福祉教育プログラム
の推進に力を入れています。

細島小学校福祉教育実践／日向市社会福祉協議会　　林美咲
　　　　　　　　　　　　日向市立日知屋東小学校　三原史子
　細島小学校では、４年生を対象に「地域を基盤とした福祉教育」に取り組んできま
した。この取り組みは昨年度本会議に参加されていた三原史子教諭が意見交換の中で
お話しされていた「他の職員の福祉教育に対する理解を高めたい…」という想いがカ
タチになって生まれたプログラムです。
　細島小学校の職員を対象に福祉教育プログラムについての説明会を実施したことに
より、担当教員だけでなく学校全体が福祉教育について理解していただいた中で、プ
ログラムに取り組んでいくことができました。
　今年度も子どもたちが福祉をより「身近」に感じ、「我がごと」として考えていけ
るような福祉教育プログラムを学校・地域とともに展開していきます。
　

　それぞれの地域・学校の特性に合わせた福祉教育の実施に向け、各圏域の担当職員と
福祉教育担当教員でグループ協議を行いました。学校の現状や課題、地域の資源につい
て相互に共有しながら、福祉教育へのイメージを膨らませました。
　
　今年度も、地域に根差した福祉教育の推進を行っていきます。地域・関係者の皆さん
の活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

塩見小学校６年生

富島中学校３年生

塩見小学校６年生

実践報告

細島小学校４年生

グループワーク

実践報告

細島小学校４年生

グループワーク

担当：藤田

富島中学校３年生

百歳体操参加者との交流会を開
催しました。全員で百歳体操を体
験した後に、中学生が企画したレ
クリエーションを実施しました。
相互に笑いの絶えない楽しい時
間になりました。

「地域の方と一緒に災害について
考えたい」という想いをもとに、
子どもたちが防災会議を企画・実
施しました。地域のために子ども
たちが行動したことにより、地域
の防災意識向上に繋がりました。
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指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。す管 ととししてて日向市からら管 を受託ししてて、、事 営を行っってていいます。日 をを 託をて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443

：66-1177

日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

『楽しいお茶会』（小）

☆日本古来の伝統文化「お茶」
　心穏やかにして、作法を
　楽しく学びましょう。
　時　　間：１４：００～１５：３０
　定　　員：３０名

９月６日（土）

９月１２日(金)・１３日(土) 
『もくもくオモチャ広場』（全）
☆児童館の遊戯室がオモチャ広場になるよ♪真志喜さん
　手作りの木の温もりを感じるオモチャが大集合！
　時　　間：
　１２日 １４：００～１６：３０
　１３日 １０：００～１２：００
　　　　 １３：００～１６：３０
　定　　員：なし

『フラワーアレンジメント』（小・中・高）

☆お花屋さんから教えてもらいながら
　心を込めてお花を活けてみましょう！
　時　　間：１４：００～１５：００
　定　　員：３０名

１０月４日（土） 

１０月２３日（木） 
『ハロウィン英会話』（幼）
☆親子で楽しく英語を学びましょう♪
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：１５組

９月１３日（土）
『お茶を楽しもう』（小・中・高）

☆日本古来の伝統文化「お茶」の作法を楽しく学びましょう。
　時　　間：１４：００～１５：３０
　定　　員：３０名程度
　場　　所：日知屋公民館 和室

Instagramで
情報発信しています♪

・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・

行事はいずれも無料で参加できますが、必ず事前
にお問合せください。
定員になり次第締め切りとさせていただきます。

幼児親子 　 　9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
一般児童　 10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
　　　　　　(15 分前から片付けをします )　　　　
　
閉館日　 日曜日・祝祭日
　　　　 年末年始（12月 28日～ 1月 4日）

地域・校区に関係なく、18歳までの児童・生徒は
自由に利用できます。

※対象者の表記について
　・幼・・・幼児親子　　・小・・・小学生　　　
　・中・・・中学生　　　・高・・・高校生
　・全・・・幼児親子、小学生、中学生、高校生

９月２０日（土） 
『フラワーアレンジメント』（小・中・高）

☆お花の香りに包まれながらフラワー
　アレンジメントを体験しませんか？
　時　　間：１４：００～１５：００
　定　　員：２０名程度

１０月２５日（土） 
『センター祭り』（全）

☆児童センターのお祭りです！
　みんなで思いっきり盛り上がろう！
　時　　間：幼 １４：００～１４：３０
　　　　　　 全 １４：３０～１６：００
　定　　員：なし
※受付終了は１５：００といたします。

１０月１１日（土） 
『親子deクッキング』（小）

☆親子で一緒に“食”の大切さ
　について楽しく学びましょう♪
　時　　間：１４：００～１５：３０
　定　　員：小学生親子８組程度
　場　　所：日知屋公民館 調理室

利用時間



印刷所　有限会社  第一印刷
  この情報誌は市民の皆様からいただいた社協一般会員会費で作られています。奇数月に発行。

【発行者】
〒883-0102　日向市東郷町山陰丙1265-2　
日向市東郷地区総合福祉センター

TEL(0982)69-2116／FAX(0982)69-2274

〔日向本所〕 〔東郷支所〕
〒883-0034　日向市大字富高207-3　
日向市総合福祉センター

TEL(0982)52-2572／FAX(0982)52-9562
ホームページアドレス　http://hyuga-shakyo.or.jp/［日向市生活相談・支援センター心から］

［日向市ボランティア・市民活動センター］

日向市社会福祉協議会
社会福祉法人

きいちゃん ひまたん

ここ

この情報紙は再生紙を利用しています。この情報紙は再生紙を利用しています。

Eメールアドレス　hyuga207@eagle.ocn.ne.jp

香典返し・一般寄付ありがとうございました。

令和７年６月分〈香典返し〉敬称略

令和７年７月分

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
髙 橋 ツル子

日 髙 今朝利

伊 達 金 助

松 田 　 妙

甲 斐 加代子

金 丸 咲 子

赤 木 　 浩

山 口 　 実

山 田 幸 春

長 友 清 子

田 中 喜久子

黒 木 昌 一

黒 木 茂 紀

黒 木 梓 沙

髙 橋 次 嘉

日 髙 民 榮

伊 達 ケイ子

松 田 英 明

甲 斐 研一郎

濵ノ園 香代子

赤 木 政 春

山 口 ミチコ

山 田 俊 子

長 友 一 計

田 中 　 元

黒 木 加代子

黒 木 久 善

黒 木 祐 介

切島山2

幸 脇

権 現 原

梶 木

地 蔵

堀 一 方

切島山1

八 重 原

永 江

往 還

永 江

秋 山

田 の 原

鶴 野 内

〈一般寄付金〉敬称略　　　　　

富島中学校昭和28年卒業同窓会 53,030円
氏　　名 金　額

令和７年７月分〈香典返し〉敬称略

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
児 玉 繁 子

松 木 親 則

長 友 賢 次

橋 口 美恵子

高 宮 　 恵

山 﨑 真 一

石 田 美惠子

松 木 豊 子

宮 前 孝 子

児 玉 　 実

松 木 幹 夫

長 友 信 子

橋 口 忠 之

小 出 光 好

山 﨑 榮 子

石 田 正 雄

吉 田 キヨ子

宮 前 正 利

　 曙 　

権 現 原

往 還

寺 迫

堀 一 方

往 還

曽 根

広 見

切島山1

令和７年６月分〈物品寄贈寄付者〉敬称略　　　　　

髙　橋　ツル子 紙おむつ、口腔ケアブラシ
氏　　名 地　区 物　品

切島山2

７月・８月・９月は…
「みやざきボランティア体験月間」です！

 ７月～９月の期間中にボランティア活動を体験することが
できる〝ボランティア体験プログラム″が各市町村ごとに実
施されています。
　プログラムへの参加が、ボランティアに対する興味・関心を
高めるきっかけとなることや、自分たちの暮らす地域への理
解・感心を深めるということを目的に実施されています。
　その取り組みの一環として、日向市では７月～８月の期間
で「夏休み児童サポートボランティア」を募集しました。
　本事業は学生にボランティア活動の場を提供し、活動を通
してのさまざまな人（児童・先生・ともに活動するボランティ
ア）との関わりが、福祉についての興味・関心を持つきっかけ
とすることを目的に実施しました。
　今年度は、高校生９名が参加し、夏休み期間中の児童クラ
ブで児童の学習や遊びのサポートを行いました。これまでの
経験や学生のパワーを活かし、自分たちにできることを考え
ながら主体的に活動していました。

 今後、更なるボランティア活動の活発化に向け、ボランティ
ア活動に興味・関心のある方へのサポートや、団体の活動支
援に力を入れていきます。
　学生や若い世代のボランティアも活躍しています！興味
のある方は、お気軽にご相談ください。

担当：藤田

■普段の生活の中では体験できないような出来事が多
くあり、良い経験になりました。今日の出来事が今後
に活かされるように結び付けられたらと思います。

■ボランティアを通していろいろな学びを得ることが
できました。宿題のサポートをしている時に、難しい
言葉を使わずに伝えたり、ジェスチャーをして話した
りすることが難しかったです。コミュニケーション力
や表現力の課題をみつけました。

■今後も児童と話したり、遊んだりするようなボランテ
ィア活動に参加したいです。

勉強を教える様子勉強を教える様子 遊びの様子遊びの様子

ボランティア・市民活動センター

参加した学生の感想


